
184.北宋初期の

白磁碗に関する一資料

1.はじめに

従来の貿易問徽mmの，t，て¥北宋初期から前半期に

かけての白{滋にIYiJする7付'1-1主役白とされてきた。しか

しょの!日iの自Ii1tTe*:jの1'j:(I:l:l、北部JvJ+1の研究者を中

心に80.íf'代後よ|主trì より次第に~~~放される ようになリ 、

その災態については1987年の結晶tb糊 1却やSK

-01-tt.資料の検出によリ、一%に鮮明化した@ その

結来、これら北米初期の自f滋lWl主、山本信夫氏にょう

て白舷氾矧の分mr，初;~与えられ宇従米の償問、森田
編誠二追JJ日、紛れれたが、白磁沼絞に関する九州以

外の地域での出土例や、圏内に おける流通の笑態など

については.平安京を含め依然不明瞭であるのが実情

である.このような中で、野州町内に布いて北宋初期

の白磁】aMiにm均する良好な白磁資事キが出土したため、

今回このま拾を 1;1:¥'りして若干の紹介を試みたい.

2.資料

この白磁自主は.野洲町下々尿i立問:より出土した(図

1). 追跡!;t.)私生時代から飛鳥時代を主体とするが、

昭和J62~の泌資では東山道俗扱地よリ多澄の平安時代

j立物が111士しておリ、 i司lI，jJUIのj立械が存イ1:するであろ

うミとは、以jjiJr i.必i11i文化財 だよ り」で紹介した通 り

である?このうち今|μ|織作資料

{立 、野洲引(~院術官11) 1': (町内するfl{J，

和63年度鈎査員包よ り0'1¥土した. 

.ìiì物 l:t制作地中うため不快 If~な浅

い焔ち込みより/fJ1ニしたもので、

共件遺物lよ令て 7快紀代の年代

を示すため、ニの白磁l:til~入と

AE- えられる。fl!し、造物包P.'~脅

からは11世紀前後のj!i:江系特柏

絢総なども出土して1;1) .付近

に同時期のig怖の存在も予想さ

れる.きて出土した白磁郎通であ

るが、俗語f>を 4分の 3WJ支欠損
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jf;可能である.

まず法去については門後18cm、 a~~石5.5cm を ml) 1)、口

径に比べ2g，高が低〈、体昔~が戊〈大き< I}ijいている こ

とがわかる。特に体苦11/;1~~lill\も jÎ.lt <、わずかに内だ し

ながら大きく |刻(Lので、 IJI.削減百11の沢校1;1:、 1騒が広

いわりに l写味がなく、;;l~~ì主な外伐を li!.す。向台{ま 向1)

リ出しの愉If.s手? であるが、 被地 1(liの位付と内耐をi~ < 

ì~IJ リ出 し、 外1;へ附ん到る |目rl(IÎì悠れ If~の J61&? を作リ tlJ

している。また内I(ri~~i~ みにi:'ì って 、耐が侠< 7決〈哀1)

みつけた沈線が一条j巡ゥている。 11台-1::1まli!l!f'tであるが

ザラ目 で、 f~出 !.I.\ *立をp，-む。地相tlt:t刊行以下外底而は滋

胎て¥利11まm:( !~J- に泌総さ ll;る. ~lh色は全体に白灰

色を呈するが、 fi，庁々二Jlに明結灰色が紛状にMじる.

特にそのっくりは11N浦郡の=F，.~tを合め薄手で微細で

あり、全体に丁本に仕上げらILている.t本部が深〈、

器1径のl!t薄のコントラス トが級者な~t栄後j切の白磁碗

IU員、1V~訴と比べて趣が災.なるのは、 一見して明らか

である.

3. 言干価

それでは次に、ニの白磁腕をどのように位置付け、

評価する ζ とができるかについて巧・えた ~\o まず白磁

XI績の資料については、従;lf~の火事府IH上ft科中にも

欲見することができるが、現イEJiIcもまとまってー訴に

i!iい形での出土がみられるのは河l/li5:MSK-Olだけで

ある.特に本fylJについては. S K 01出土資料1ドにゆ1

白な類似~iJ'la.められる.この SKー01出土資料は現段

10<・

ヒコ=ニコ

している Lのの問内部分I!完1干

しておリ ‘総形の会軍事l立1・分彼 図-1 下々塚i怠跡出土の白磁碗沼類
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階て l;t未報告であるが、その一部については、 ~26箇

.lfR波文化IIHJf究集会などで若干紹介されているJ特に

S K 011止 、 11\土遺物の誌が多t 、 H~に、その内谷む

多純であり 、きわめてtt:目すべき資料である.阿;il構
出t泌物としては白磁氾釘!の腕、 1111が~くみられるが、

'" 
向11.トに Ii代米から'*初にかけてのj磁1i\' UI ~WI::呼粉、され

る掛~.i ;i:í系7川碗ゃ、 {u也のゴ二n閥、児色jニa~、中国
裂の 1~絡などが出土している.特に f金計の七締線、黒

色士絡については大~I符編年に卜分対応可能であリ、

IJJ本{.t夫氏はこれを XlUl (IOOO!f'liIJ後)の'(e科と考え

ているJ. Ji本県において北宋前』眺め(1他li、j!i江村I

符ji}ii，滋のEI磁縦筋文水iでが従来より衿:r，であるが、腕

について沼知として認識された白磁は本例が二例目で

ある。というのは本町三上iW帯において、平成)e年度

I，I，IJ持続仰に伴う閥査で、 13世紀代の多llIのiu物を出し

た大J二J1cSX-Ol出土土日:ilrt，ドより、 n総xl~1iJ.!王宮1\似

J'jが 1.'.'f.:J:U:しているからである(1託銀{Ij"): 特に，il，j

ill跡ともみ院跡でも重姿官術遺跡でもない一般!./1i.喜に

jfrいj立跡だけに.今後注意.するならば、以内に必いて

L鼠i何がI曽加することは確実である. そして、平安京

にJ也君E的に隣接するが後内ではなしさらに 'f安京よ

りlIUrlに佼返するj!i江において、これら北末初期の白

総資料が今後.lVrlJnするならば、こH:まで実態不明とさ

れてきた当該!~lの白磁製品が、予 j忠世トに Jぶ峨に 、 そし

て'1'1川:¥、|裕層に受谷さIlていた可能性 を指摘 すること

が可能となろう。従って、-4;:WIH;t i~~佼リ刈'1';州IUT という

一地械の:IJよ資料ではあるが、その立味するところは

i単に決して小きくないものと与えたい.

4.まとめ

貯の『延長」て・li脊銭I;tf玉」に、内総ur銀Jに節する

とされる.特に白般はTI磁に比べて設i敏も少なく ii:重

であったようである。さらに殺が問でli~/J .wlt1 易陶縫

図-2 大宰府出土の白磁氾類 (tt①山本給文よ I)転戴)

その与のが紛少であリ、 10世紀以前においては平安京

の下級i't/jたですら入手が住|媛な状況の寸『で、その代作

品として悶，1在の抱1111陶路、特に紋徹陶絡が犬いにF食品主
をみたことは良〈匁1 られて い る。 -lj これとは刈似;(I~

に、 1L 1'1:紀{， 1去、|土になる と輸入総総は1'1総がぶ休とな

り 、 帯雨の作地方;匁j肢の内般が多箭に日本に i~t入した

結来、愉入Il銭 :f~li去作l習が飛路iIヲに拡大し、まさに r 1'1 

磁の時代』と 3うに似応しい様相を笠するようになる@

この聞の一大転機となったのが11也ー紀の前半lOIであ勺

たが、ニれまて 't.;UIの強入磁告まの綴.ft11J'全般に明白

であったことは既に述べた。 特に B 本の:~1:; 'F. i'fi史の

中で11Ht紀代 11 大きな ~'1:.f失点の一つであ勺たようで、

量生内におも、ては 9 、 l0tlt紀代 lこ ~UliをみたUf111陶 ~:i'上

庄が終tj し 、 かわ勺て l~涼主体の瓦苦ff!.l:."ì~ i.I ' i' I\JJ~ Jる

など、 ， ， ，・代 (j~JHtl l が~:L. .J，\さlL、 "I:Oi仕自(Jる::1:税、 陶日誌の

生産体;1111が倣ii'T.しても、〈。このrrで愉入総止法の泌物は、

9 、 1 0 1 11:紀代に Jj いては1I(i!庶 ・ 五代の峨磁の ;j(~1J~i が土

得、陶告誌をIUlわず似広い総物に及んだのにNし、北京

以後のn磁波品の彩符{立、これらの続物の'1'1':あまリ

大きな痕跡を伐していなも、 ζtlli、北宋のの総袈♂，

が自立代の初J~IのH~)陶総務に比べ比較的入子治''t"r弘で、

かつ仏:~ITNな階約に受容された結果、紋f~1駒~:~のよう

な同iltの代将品をむはや必要としなかったことにもよ

みう。このことは紋執II~均株生産の終 ，p，}?'f'J;(を与・悦する

よて'極めてm裂な悦li.てP あるが、これまでの知 はでは

級利l同日往生艇の下阪はよiよそ 11世紀前半聞で、内総II

類、lVtfiが多 :，tに流入するlJ也:紀中頃から後半頃まで

の仰1に年代 kの宅内jtlがあリ、この閉め断絶がニのよ

うな考えを闘機としてきた

しかし本絡で紹介したように、畿内周辺地肢の一般

集roに布いて、少佐であれ北家初期から前工T-11J1のピl'装

備が受容さ Hí~}る状Hi.があるならば、従米の1f{~J二の

ギャッ 7 を解m し、かつ主H~か句白磁へのfê(l(litt;換と

それに1'1'う受容](1の変化と拡大という問j起を、こH:J:

で以上にスムーズに旦II解することが可能 となる。 M(に

これらじI磁沼町iの分布や受谷J笛の検Jtl土、今後と bt主

J立されなければならない丞婆な課題であると;;・えら JL

る。この間!<Ilに I~l して本資料が少しでも;年与・するニと

があれば‘下宿としては存外の喜びである.

最後に、小女:をまとめるきっかけ Eなった鴻踏館S

K -Olll¥土地物の実兄に際しご自己芝、いただいた山崎純

男氏と、主に大宰府出上資料の実見と白磁氾釘i全般に

ついてご教11，¥、ただいた山本信夫氏めて氏に、文米で

あるがはめて深(!<必淵の愈を表したい。

(保 1:争)

註

①1福岡市教if~ll会 「アジアとの交流ー;刷版郎防山

-l:H~M~6ゑ :11/- j 1990年
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@山本{言ヲミ f =It末期貿易 1.~jJft話，y，去の制年一大率的1:11:¥土

例をゆ心としたーJ r貿易1陶餓研究恥8J 1988年

③鎖聞賢次郎、森i羽勉 「大芸評1J;y出土の輸入中国陶(I~5.

昔話について一明式分知と制年を中心としてーJ r11， 

.H・11延史資料館lin:究論集 4J 1978年

<iD:ViJ径 「野洲町下々塚jit幼;tI:¥-l.:の平安It.lfft遊物につ

いてJ rUげ[文化財だ より NoJ24"1988年

⑤IJI ，IIt.i ~屯男、古武学 F泌IJ~!ì íi古跡fii~定I也J r~'i26闘J'P-.H:主

185.近江における

最古の横穴式石室

1.はじめに

j5;江地域における繊穴式行箆の導入{止、大i京市大i邑

~;3 号hI - lk1346S7MJ1が最古の右ti穴式折笠とされ即日
角い 二伶

されている。 とよろが、近年、災児した大i本市倒込16

号j}tが大i邑~f 3号岐に先行することが明らかとな った

ため 、本誌上にその根拠と {立滋づけを料確認したい。

このことは、 i往来系氏絞め事長城とされる芯;悦r!:iJfi鮮の

成立 ・展開をめぐる特伐と償穴式石家の導入を解明す

るための重姿なポイントと "与える。

2 飼込16号墳の概要
a、，、^

この古絞鮮は、大潟市北郊の京阪電J:i1、穴太駅到方に

i1i:絞らして おり、 I七wX1幻麓に }Ü;~ を 5をする凶ソ谷川 によっ

てj形成された扇状地上に立地する。現:((:のところrtJJn

45法が磁認され17法が発縦割設されている。飾込16号

機{立 、昭和53if'に~人ホーム愁設に wう事前調査で14

・15・17号償と共に潟資さ flている。扇状地♂〉級車;I'r(li

には-16号墳が存1'fするがi石室l;t保存状態がきわめ
"A  

て惑い。16号以は、玄笠申高1.81m X残存長1.32mで玄
L -. ぜんど、
3i半分と淡道 iま削~Iiのために存在しないが、 片納式の

縦長方形プランをfZする徽穴式石宗と考えられ る。石

室{主 、銀石に比較的大!"の石村を使用し、 2・3段に

なるにつれて 、若干小恨の花関岩:ri~.~を 4がんでいる。

I'.H土逃物{卓、玄室l米硲よ 1) 、 ~i;司 Z~昔話の体 3 }.~l: ・ 事長 2 点

・広口総 l点 .j:lll 点、 ゴニf.iNl携の長里民議 l点、 コ判官jlJ

12本が出オーしている。報告iR:によると出土状態は、「石

室東北附に必いて!処 n;~ と 被して 、 東からi!!i!二向っ て ~f(

l台、燃の広口護、土自iti総の長瀕索 、 ~fí必然のtltiJ'1E絞首ま

で.*11
1土。 また、東側僚にて忽i窓号告の後 ・材、 3.'.主が集中

してみられた。 木村主J I止 、 石~友I[[1J に多く出土して い

る」とようことであり、玄設の左側に木純が安立まされ、

右側に土鈴のお1])鋒があることがまJiえる。i選議時期l;t、
1むら

出土i貝 !t( *~杯 ・ 3長の法、Etゃ形態的特徴から陶邑T K47 

'r1式に比定されよう。特に 8.~字、の説1I葬ニiι;+ む単一時期

であり 、片づけ34‘・が:Hこt状況に見出せないことから、

3 

文化財研究集会ー古代の対外交沙諸'n分flIt(資科編)J

1989.ff 

@森仕|勉 r Ê;I/.I~女;僚のあるこ ・ 三の背総についてJ

r;!;i文化絞殺品~ 6 M~J 1979年

⑦LU司、信夫 fll 、 12世紀の貿易陶磁(，~- 1980年代の

制d年研究を中心 としてーJf貿易陶磁研究NolOJ1990 

③野洲町教育委員会 『平成元年度野洲問内i笠E品、発織

;却資{既要J1990年

ニの粁~Q.へ .i'll葬がりn手のみである可能性が高い。

例jふt!.i均Hrれま、Iisfr.143年度にねi穴式石室を内部主体

とする門的鮮が13:J;1.i、昭和53年度に 4悲の計In.Jiが調

査されている。前者!;):未報告の ため、詳まIll>J.'時期Ij:不

明であるが、ミニチュア炊鰍FLが 1-5号 ・10・13号

機の 7)，~か ら出土している。後者 i止 、 飼込15 号汀iが絢

色γK1 012式の~mとI:{{;;:から 16サ岐に続く造装HキJ切と考'

えられる。 17号坑I孟、ド旬邑1VIT85-T K43別式に比定

される。また 、 ミニチュア炊飯l:'U主、 15号83よ 1) l ~.且

がI:IJ土している。しかし 、f，¥11移土然がTK10-T K209 

I\'b:\::までの闘があリ、その所脳m\1!例 lま決定し世1~いの

3.横穴式石室導入期の様相

券入!哲lの縦穴式石室 i立、 3タイプの石袋線式に大5}11

される。 A'tf[Iま、jキ下dl5:¥の縦長方形プラ J を器調とし、

m片手の玄fiiと茨i芭を有する Lの。 B知iI止、同十ltl式ある

いは}:\"1<å1式を塁し 、 玄Eさが方形プランをなし 、 i~11恨の

持ち送 りがきっく、天井石を 1-2石とするむの。 C

~;nli 、 縦長方 !f~ブランの玄室と羨道の境に階段状の洛

2患を布ーする L の。したがって A~fl'土 、 6 iJ!紀前キに jfij

有に認められることから、畿内咋!被穴式:riE長、B鎖I;J:、

方形ブランを患し、畿内に少数類似するものカ、認めら

れるが、志従芭iJÙ若手にその.!IlLI~1 を多数みることができ

ることから、志筑型航穴式石釜、 OJtt.:J:、従来!暗殺式

又IH抗日式石釜とl呼称されていたもので、いわゆる野

火系償口式石室である。

問込16号'NiIま、Aで誕の最古のものと従えたい。その

初判、険機する ij.誌21号I汽 ( MT15~~式)、 例込15

号Jit(T K J01.¥.'J.式)にその流れを認めるこ二とができる。
これらは、玄p長石村が.~.li石も含めて、小J反リのむ の を

多く i安川している。;iJ<に14-納式の形態が路裂される。

B類には、従来、般古とされた大j福寺 3号・tfiがあげら

れる 。:台、~が5 . 1m X3 . 4m の大切!て‘罰IJ ~~ I\'I，も馬具や子

持装飾宣言などを副葬している。i主義時lt1Jt止、|淘色MT

15別式であり 、 íMI ~ヒ Ilff凶郷111 !.j'i!;ij誌の石祭む細部i止1R<な

るが、IiiI1イブ{こ含められる。天井l1J¥!立峻存していな

いが、石室上半に大綴りのTi'材を用い持ちAり、 1-

2石のヲ(1Hiも用いる Lのとf自然されている。後統す

るものに彼自奇2号以(li勾邑TK 101¥'1式)があげられる。



4Jl~臨時古績を l徐くと会て、機穴式石室を内部主体とする

小問績の脈事事法として導入されている。

(花田勝広)

謝締 古水克彦氏に飼込16号院の出土造物を実見す

る機会を!切った。記して感謝したい。

詮① 吉水英彦 Q'1!:~~忠 、 穴太地区進湖、群発掘調査

報告舎II.I 大津市教育委員会 1982 

この形態のものが、MT85-TK43~~式( 6世紀後~

米禁)に 多〈総められるタイ プに続〈。

一方、 ii~J 東を中心{こ分布する後穴系積口式石室 i立 、
金仏かの

-出火ft5号機 (TKIO!t!式)を上限として、 MT85ヲ¥'1

式以i偽に電若前 2号、三 dil古治群などがあげられる。

これらの特!'&としては、玄室が片制I:r.¥を呈 して必り、

北九州のタイプと区分されよう。

ょのように持集境内に認められる大過半r-3号績 ・匹|
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近江における導入期の後穴式石室の変遷
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